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(57)【要約】
　直接挿入型のドライリードリレーであって、それぞれ
二つのピン（１１１）を有する少なくとも二つのリード
スイッチ（１１）を含む少なくとも一組のリードスイッ
チアセンブリー（１）と、ハウジング（３）と、を備え
、一方の端部がハウジング（３）の外へ延出し、ドライ
リードの二つのピン（１１１）それぞれに接続される少
なくとも一対の金属ピン（２）と、ハウジングに設けら
れる制御ピンと、を更に備える。当該直接挿入型のドラ
イリードリレーは、ハウジングを射出成形することによ
り、複数のリードスイッチを一体に集積させ、且つ金属
ピンによりリードスイッチそれぞれを外部回路板に接続
させ、金属ピンが一定の形状を維持でき且つ変形し難い
ため、直接挿入型のリードスイッチリレーの加工寸法及
び位置公差が機械による自動化溶接のニーズを満たすこ
とができ、従って、大規模に機械による自動化溶接に応
用でき、溶接効率及び生産組み立て効率を向上させ、労
働コストを節約できる。
【選択図】図３



(2) JP 2017-509121 A 2017.3.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ二つのピンを有する少なくとも二つのリードスイッチを含む少なくとも一組の
リードスイッチアセンブリーと、前記少なくとも一組のリードスイッチアセンブリーを内
部に収容して配置するハウジングと、を備え、更に、前記リードスイッチの二つのピンそ
れぞれに接続される少なくとも一対の金属ピンを備え、前記金属ピンの一方の端部と前記
ハウジングとは相対的固定接続され、且つ当該端部の最先端は前記ハウジングの外へ延出
しており、
　更に、前記ハウジングに設けられ、且つ前記リードスイッチアセンブリーに電気接続さ
れて、前記リードスイッチそれぞれの開閉を制御するように電源を投入するための制御ピ
ンを備える、
　ことを特徴とする直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項２】
　前記リードスイッチアセンブリーは、並列に並んだ二つのリードスイッチと、前記二つ
のリードスイッチを囲んで被覆し、且つ前記二つのリードスイッチの開閉を制御するため
のコイル層と、前記コイル層を囲んで被覆するシールド層と、を含み、前記シールド層は
、前記リードスイッチのピンに電気接続され、
　前記少なくとも一対の金属ピンにおいて一方の金属ピンは前記リードスイッチの一端の
ピンに電気接続され、他方の金属ピンは前記リードスイッチの他端のピンに電気接続され
、
　前記制御ピンは前記コイル層に電気接続される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項３】
　前記リードスイッチアセンブリーそれぞれを支持し且つ一体に集積する支持体を更に備
え、前記支持体は前記ハウジングの内部に位置する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項４】
　前記リードスイッチアセンブリーは四組設置されており、前記四組のリードスイッチア
センブリーはアレイ状に二つずつ並列に並んでいる、
　ことを特徴とする請求項３に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項５】
　前記支持体は、ストリップ状体であり、前記ストリップ状体は前記リードスイッチアセ
ンブリーの側端に嵌合され、且つ前記リードスイッチアセンブリーを収容して配置するＵ
型凹溝を有し、
　前記Ｕ型凹溝は四つ設置されており、それぞれ前記四組のリードスイッチアセンブリー
を収容して配置することに用いられ、前記リードスイッチアセンブリーそれぞれの中心線
は、前記ストリップ状体の中心線に平行である、
　ことを特徴とする請求項４に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項６】
　前記四つのＵ型凹溝は二対に分けられ、それぞれ前記ストリップ状体の対向する両側に
設けられる、
　ことを特徴とする請求項５に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項７】
　前記ハウジングは、前記支持体の一方の側に対して組み立てられて被覆を行い、前記支
持体の当該一方の側に当接される上ハウジングカバーと、前記支持体の他方の側に対して
組み立てられて被覆を行い、前記支持体の当該他方の側に当接される下ハウジングカバー
と、前記支持体の一端に対して組み立てられて被覆を行い、前記上ハウジングカバーと下
ハウジングカバーの一方の端部に当接される左端カバーと、前記支持体の他端に対して組
み立てられて被覆を行い、前記上ハウジングカバーと下ハウジングカバーの他方の端部に
当接される右端カバーと、を含む、
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　ことを特徴とする請求項６に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項８】
　前記リードスイッチアセンブリーは二組設置されており、前記二組のリードスイッチア
センブリーは並列に並んでいる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項９】
　前記ハウジングは、前記二組のリードスイッチアセンブリーの一方の側に対して組み立
てられて被覆を行う前ハウジングと、前記リードスイッチアセンブリーの他方の側に対し
て組み立てられて被覆を行い、且つ前記前ハウジングに当接される後ハウジングと、前記
リードスイッチアセンブリーの一端に対して組み立てられて被覆を行い、且つ前記前ハウ
ジングと後ハウジングの一方の端に当接される左端ハウジングと、前記リードスイッチア
センブリーの他端に対して組み立てられて被覆を行い、且つ前記前ハウジングと後ハウジ
ングの他方の端に当接される右端ハウジングと、を含む、
　ことを特徴とする請求項８に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の直接挿入型のリードスイッチリレーが電気接続
されている、
　ことを特徴とする集積回路基板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子部品の分野に属し、特に直接挿入型のリードスイッチリレー及び集積回
路基板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気製品の小型化、超小形化方向への発展に従って、集積回路基板に対する集積ニーズ
は段々高くなり、電子部品に必要なスペースの大きさが集積回路基板の大きさ及び集積度
に直接的影響を与えている。従来のリードスイッチが応用される時に、一般的に単一の電
子部品として集積回路基板に溶接されるが、それを集積回路基板に溶接する前にリードス
イッチのピンを折り曲げる必要があり、そしてリードスイッチのピンが比較的小さくて、
定型し難く、折り曲げた後の位置公差が保証し難いため、現在機械による自動化溶接に応
用し難く、人工的な溶接方式により完成される。しかしながら、高集積の集積回路基板に
対して、リードスイッチの応用は非常に広くて、普遍的であり、単一の集積回路基板に複
数のリードスイッチを応用する可能性があり、人工的溶接による作業は、精度と溶接の安
定性を保証できるが、生産効率が低く、大量の人力と時間を必要とし、手間が掛かって、
コストが比較的高く、マーケティングのニーズを満たし難い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、直接挿入型のリードスイッチリレーを提供することを目的とし、従来技術に
おけるリードスイッチのピンが溶接作業に折り曲げられる必要があることに起因してピン
の折り曲げられた後の位置公差を保証し難く、これによりリードスイッチの溶接作業は効
率が低く、手間が掛かって、コストが比較的高いという課題を解決することを旨とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の解決手段とは、それぞれ二つのピンを有する少なくとも二つのリードスイッチ
を含む少なくとも一組のリードスイッチアセンブリーと、前記少なくとも一組のリードス
イッチアセンブリーを内部に収容して配置するハウジングと、を備え、更に、前記リード
スイッチの二つのピンそれぞれに接続される少なくとも一対の金属ピンを備え、前記金属
ピンの一方の端部と前記ハウジングとは相対的固定接続され、且つ当該端部の最先端は前
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記ハウジングの外へ延出しており、更に、前記ハウジングに設けられ、且つ前記リードス
イッチアセンブリーに電気接続されて、前記リードスイッチそれぞれの開閉を制御するよ
うに電源を投入するための制御ピンを備える、直接挿入型のリードスイッチリレーである
。
【０００５】
　具体的に、前記リードスイッチアセンブリーは、並列に並んだ二つのリードスイッチと
、前記二つのリードスイッチを囲んで被覆し、且つ前記二つのリードスイッチの開閉を制
御するコイル層と、前記コイル層を囲んで被覆するためのシールド層と、を含み、前記シ
ールド層は前記リードスイッチのピンに電気接続され、前記少なくとも一対の金属ピンに
おいて一方の金属ピンは前記リードスイッチの一端のピンに電気接続され、他方の金属ピ
ンは前記リードスイッチの他端のピンに電気接続され、前記制御ピンは前記コイル層に電
気接続される。
【０００６】
　具体的に、前記リードスイッチアセンブリーそれぞれを支持し且つ一体に集積する支持
体を更に備え、前記支持体は前記ハウジングの内部に位置する。
【０００７】
　更に具体的に、前記リードスイッチアセンブリーは四組設置されており、前記四組のリ
ードスイッチアセンブリーはアレイ状に二つずつ並列に並んでいる。
【０００８】
　具体的に、前記支持体は、ストリップ状体であり、前記ストリップ状体は前記リードス
イッチアセンブリーの側端に嵌合され、且つ前記リードスイッチアセンブリーを収容して
配置するＵ型凹溝を有し、前記Ｕ型凹溝は四つ設置されており、それぞれ前記四組のリー
ドスイッチアセンブリーを収容して配置することに用いられ、前記リードスイッチアセン
ブリーそれぞれの中心線は、前記ストリップ状体の中心線に平行である。
【０００９】
　更に具体的に、前記四つのＵ型凹溝は二対に分けられ、それぞれ前記ストリップ状体の
対向する両側に設けられる。
【００１０】
　具体的に、前記ハウジングは、前記支持体の一方の側に対して組み立てられて被覆を行
い、前記支持体の当該一方の側に当接される上ハウジングカバーと、前記支持体の他方の
側に対して組み立てられて被覆を行い、前記支持体の当該他方の側に当接される下ハウジ
ングカバーと、前記支持体の一端に対して組み立てられて被覆を行い、前記上ハウジング
カバーと下ハウジングカバーの一方の端部に当接される左端カバーと、前記支持体の他端
に対して組み立てられて被覆を行い、前記上ハウジングカバーと下ハウジングカバーの他
方の端部に当接される右端カバーと、を含む。
【００１１】
　更に具体的に、前記リードスイッチアセンブリーは二組設置されており、前記二組のリ
ードスイッチアセンブリーは並列に並んでいる。
【００１２】
　具体的に、前記ハウジングは、前記二組のリードスイッチアセンブリーの一方の側に対
して組み立てられて被覆を行う前ハウジングと、前記リードスイッチアセンブリーの他方
の側に対して組み立てられて被覆を行い、且つ前記前ハウジングに当接される後ハウジン
グと、前記リードスイッチアセンブリーの一端に対して組み立てられて被覆を行い、且つ
前記前ハウジングと後ハウジングの一方の端に当接される左端ハウジングと、前記リード
スイッチアセンブリーの他方の端に対して組み立てられて被覆を行い、且つ前記前ハウジ
ングと後ハウジングの他の一端に当接される右端ハウジングと、を含む。
【００１３】
　上記の直接挿入型のリードスイッチリレーが電気接続されている集積回路基板である。
【発明の効果】
【００１４】
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　本発明で提供する直接挿入型のリードスイッチリレーは、ハウジングを射出成形するこ
とにより、複数のリードスイッチを一体に集積させ、且つリードスイッチのピンにより外
部回路板に直接に接続されるのではなく、金属ピンを媒体電極としてリードスイッチそれ
ぞれを外部回路板に接続させており、金属ピンが一定の形状を維持でき且つ変形し難く、
且つハウジングがプラスチック射出成形されるため、本発明で提供する直接挿入型のリー
ドスイッチリレーの加工寸法及び位置公差が機械による自動化溶接のニーズを満たすこと
ができ、従って、大規模に機械による自動化溶接に応用でき、且つその一回で複数のリー
ドスイッチを回路に組み入れることが達成でき、従来の単一の人工的溶接の作業方式に比
べて、溶接効率及び生産組み立て効率を大幅に向上させ、時間と人力を節約し、労働コス
トを減少して、マーケティングのニーズを満たす。
【００１５】
　本発明では更に、上記の直接挿入型のリードスイッチリレーが電気接続されている集積
回路基板を提供している。当該直接挿入型のリードスイッチリレーは、その金属ピンの位
置公差を保証できるため、機械による自動化溶接を利用して、生産効率を大幅に向上でき
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例による直接挿入型のリードスイッチリレーの斜視模式図である。
【図２】図１の直接挿入型のリードスイッチリレーの正面図である。
【図３】図２の正面図におけるＡ－Ａ方向に沿う断面図である。
【図４】図２の正面図におけるＢ－Ｂ方向に沿う断面図である。
【図５】本発明の実施例による直接挿入型のリードスイッチリレーの他の実施例の斜視模
式図である。
【図６】図５の直接挿入型のリードスイッチリレーの正面図である。
【図７】図６の正面図におけるＡ－Ａ方向に沿う断面図である。
【図８】図６の正面図におけるＢ－Ｂ方向に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の目的、技術的解決手段及び利点をより明らかにするために、図面及び実
施例を結合させて、本発明についてより詳しく説明する。ここで説明される具体的な実施
例は、本発明を解釈するためのものに過ぎず、本発明を限定するためのものではないこと
を理解すべきである。
【００１８】
　図１～図４に示されるのは、本発明の実施例による直接挿入型のリードスイッチリレー
の例であり、少なくとも一組のリードスイッチアセンブリー１と、少なくとも一組のリー
ドスイッチアセンブリー１を内部に収容して配置するハウジング３と、を備え、リードス
イッチアセンブリー１は、少なくとも二つのリードスイッチ１１を含み、リードスイッチ
１１それぞれには二つのピン１１１を有し、当該直接挿入型のリードスイッチリレーは更
に、リードスイッチ１１の二つのピン１１１それぞれに接続される少なくとも一対の金属
ピン２を備え、金属ピン２の一方の端部はハウジング３に相対的固定接続され、且つ当該
端部の最先端は前記ハウジング３の外へ延出し、ハウジング３は絶縁且つ熱伝導のプラス
チックで射出加工して形成可能で、金属ピン２それぞれの端部はハウジング３の外へ延出
して、外部回路基板に接続され、具体的に、金属ピン２それぞれは溶接の方式により外部
回路基板に接続され、金属ピン２それぞれは銅、アルミニウム等の低抵抗率の材料で製造
可能で、良好な導電性及び一定の形態を有するように保証する。当該直接挿入型のリード
スイッチリレーは更に、ハウジング３に設けられ、且つリードスイッチアセンブリー１に
電気接続されて、リードスイッチ１１それぞれの開閉を制御するように電源を投入するた
めの制御ピン４を備え、制御ピン４により導入される電流によって、当該直接挿入型のリ
ードスイッチリレーの開閉を制御し、これにより当該直接挿入型のリードスイッチリレー
の位置する回路の開閉を制御する。本発明で提供するリードスイッチリレーは、少なくと
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も二つのリードスイッチ１１を一体に集積して装着させることにより直接挿入型のリード
スイッチリレーを作成し、それはリードスイッチ１１のピン１１１により外部回路板に直
接に接続されるのではなく、一対の金属ピン２により外部回路基板に接続され、そして金
属ピン２それぞれが一定の形状を維持でき且つ変形し難いため、その加工寸法及び位置公
差は機械による自動溶接のニーズを満たすことができ、且つハウジング３がプラスチック
射出成形されるため、一定形状を有し且つ位置公差寸法の精度が比較的高いリレーを加工
して製造することを保証でき、大規模に機械による自動化溶接に応用でき、且つその一回
で複数のリードスイッチ１１の溶接が達成でき、従来の単一の人工的溶接の作業方式に比
べて、溶接効率及び生産組み立て効率を大幅に向上させ、労働コストを減少し、時間と人
力を節約でき、マーケティングのニーズを満たす。
【００１９】
　具体的に、リードスイッチアセンブリー１は、並列に並んだ二つのリードスイッチ１１
と、二つのリードスイッチ１１を囲んで被覆し、且つリードスイッチ１１のリードの開閉
を制御するためのコイル層１２と、コイル層１２を囲んで被覆するシールド層１３と、を
含み、シールド層１３はリードスイッチ１１のピン１１１に電気接続され、コイル１２は
、コイルに通電後の電流により生成される磁場の変化により、リードスイッチ１１のリー
ド１１２のオンやオフを制御して、これに応じて当該直接挿入型のリードスイッチリレー
の位置する回路の開閉を制御でき、シールド層１３はリードスイッチ１１に対する外部の
磁場又は電場の影響をシールドして、リードスイッチ１１が外部の電磁場の影響を受けて
想定外に開閉されることを回避できる。前記少なくとも一対の金属ピン２の一方の金属ピ
ン２は、リードスイッチ１１の一端のピン１１１に電気接続されて、リードスイッチ１１
と外部回路基板とを電気接続する媒体電極（仮に正極とする）となり、前記少なくとも一
対の金属ピン２の他方の金属ピン２は、リードスイッチ１１の他端のピン１１１に電気接
続されると、外部回路基板と電気接続する負極となり、これによりリードスイッチ１１は
金属ピン２により回路基板に電気接続されて、回路基板上の回路の開閉を制御するように
し、二つのリードスイッチ１１は並列に並んでいるため、金属ピン２を共通化でき、一つ
の金属ピン２でも一回で二つのリードスイッチ１１を回路に接続させて、溶接効率を向上
させ、リードスイッチ１１に必要なスペース体積も低減されることができる。制御ピン４
はコイル層１２に電気接続され、外部電流を導入してコイル層１２へ電力を供給して、コ
イル層１２で生成される電磁場によりリードスイッチ１１のリードの開閉を制御する。具
体的に、コイル層１２はエナメル線を巻いて製造され、制御ピン４はストリップ溶接のプ
ロセスによりコイル層１２に溶接され、シールド層１３は、金属箔を巻いて製造されるこ
とができる。
【００２０】
　更に、当該直接挿入型のリードスイッチリレーは更に、リードスイッチアセンブリー１
それぞれを支持し且つ一体に集積する支持体５を含み、支持体５はハウジング３の内部に
被覆されて位置する。
【００２１】
　具体的に、一実施形態として、リードスイッチアセンブリー１は四組設置されており、
四組のリードスイッチアセンブリー１はアレイ状に二つずつ並列に並んでいる。当該直接
挿入型のリードスイッチリレーは、一回で８個のリードスイッチ１１を組み入れ、即ち、
一回で８個のリードスイッチ１１の溶接が達成できるため、生産効率を大幅に向上でき、
労働コストを減少できる。
【００２２】
　具体的に、支持体５は、ストリップ状体であり、当該ストリップ状体は、前記リードス
イッチアセンブリー１の側端に嵌合され、且つリードスイッチアセンブリー１を収容して
配置するためのＵ型凹溝５１を有し、Ｕ型凹溝５１は四つ設置されており、それぞれ四組
のリードスイッチアセンブリー１を収容して配置するのに用いられ、リードスイッチアセ
ンブリー１それぞれの中心線は、前記ストリップ状体の中心線に平行であり、即ち、リー
ドスイッチアセンブリー１それぞれはストリップ状体と並列に設置されて、このような配
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列方式により支持体５とリードスイッチ１１との組立後の組立体に必要なスペース体積を
減少できる。
【００２３】
　更に具体的に、四つのＵ型凹溝５１は二対に分けられ、それぞれストリップ状体の対向
する両側に設けられ、これにより並列に設置される一対のリードスイッチアセンブリー１
が一つの金属ピン２を共通するようにして、一つの金属ピン２により四つのリードスイッ
チ１１を全て回路に組み入れることができる。
【００２４】
　更に、金属ピン２を更に安定的に位置決め且つ固定させるために、金属ピン２を断面が
「凹」型であるストリップ状体としてもよく、当該凹形ストリップ状体は、ベース２１と
、ベース２１の対向する辺縁に凸設された両側壁部２２と、を含み、ベース２１と両側壁
部２２との囲みで凹溝を構成し、ベース２１には、リードスイッチ１１のピン１１１を通
る貫通孔（未図示）が開設され、シート状ピンに比べて、このように断面が「凹」型であ
るピンの構造は安定性が更に良いため、変形し難く、金属ピン２の安定的な位置決め及び
固定を保証でき、加工された直接挿入型のリードスイッチリレーの金属ピン２の位置公差
が保証でき、機械による自動化溶接の実施のために、具体的に実施可能な構造を提供する
。
【００２５】
　具体的に、ハウジング３は、支持体５の一方の側に対して組み立てられて被覆を行い、
支持体５の当該一方の側に当接される上ハウジングカバー３１と、支持体５の他方の側に
対して組み立てられて被覆を行い、支持体５の当該他方の側に当接される下ハウジングカ
バー３２と、支持体５の一端に対して組み立てられて被覆を行い、上ハウジングカバー３
１と下ハウジングカバー３２の端部に当接される左端カバー３３と、支持体５の他端に対
して組み立てられて被覆を行い、上ハウジングカバー３１と下ハウジングカバー３２の他
方の端部に当接される右端カバー３４と、を含む。対応的に、上ハウジングカバー３１と
下ハウジングカバー３２にはそれぞれリードスイッチアセンブリー１の側壁に嵌合される
凹溝３１１、３２１が設けられているため、リードスイッチアセンブリー１は上ハウジン
グカバー３１と支持体５の間及び下ハウジングカバー３２と支持体５の間に被覆され、左
端カバー３３は、金属ピン２の一部を被覆し、且つ上ハウジングカバー３１と下ハウジン
グカバー３２に当接され、金属ピン２の被覆されていない端部は外部回路基板に溶接接続
されるために、左端カバー３３及び右端カバー３４と、上ハウジングカバー３１又は下ハ
ウジングカバー３２との接合箇所から延出しており、右端カバー３４の構造と機能は、左
端カバー３３と同じであるが、ここで詳細な説明を省略する。更に、左端カバー３３及び
右端カバー３４と、上ハウジングカバー３１及び下ハウジングカバー３２とを更に厳密に
結合させるために、左端カバー３３及び右端カバー３４と、上ハウジングカバー３１及び
下ハウジングカバー３２とは、係合方式により互いに加締め接続されるが、具体的な係合
構造に対して詳細な説明を省略する。
【００２６】
　更に、金属ピン２を更に安定的に位置決め且つ固定させるために、上ハウジングカバー
３１、下ハウジングカバー３２にはそれぞれ、断面が「凹」型である金属ピン２の凹溝に
嵌合されるための位置決め凸起部３１２、３２２が設置されるため、当該直接挿入型のリ
ードスイッチリレーを組み立て加工する時に金属ピン２が安定的に位置決めされることを
保証でき、加工された直接挿入型のリードスイッチリレーの形状の寸法が保証されるよう
にする。
【００２７】
　上記の説明と図面の組合せから分かるように、本実施例において、リードスイッチアセ
ンブリー１は四組設置されており、対応的に、金属ピン２は共に四つ設置され、上ハウジ
ングカバー３１と下ハウジングカバー３２の対向する面にはそれぞれ一対の金属ピン２が
延出しており、つまり、この場合に、本発明で提供する直接挿入型のリードスイッチリレ
ーは、両面直接挿入型であり、このような構造の他の有益な効果とは、当該直接挿入型の
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リードスイッチリレーは、二つの異なる集積回路基板を電気接続させることができるため
、電気導通を保証し且つ回路の開閉を制御するとともに、当該二つの集積回路基板の構造
接続部材としても利用され、基板の間の接続を実現して、配線等の他の接続部材により接
続を行う必要がない。
【００２８】
　更に、当該直接挿入型のリードスイッチリレーを応用する時に位置決めし易くするため
に、ハウジング３には更に、位置決め凸柱３０が設置されている。
【００２９】
　上記の実施例において、本発明で提供する直接挿入型のリードスイッチリレーに四組の
リードスイッチアセンブリー１が設置される場合について詳細な例示で説明するが、本発
明で提供する直接挿入型のリードスイッチリレーにおいて、その内部に設置されるリード
スイッチアセンブリー１が四組に限定されるものではなく、具体的な応用状況に応じて二
組、三組、五組、六組等も設置されても良い。
【００３０】
　以下、リードスイッチアセンブリー１が二組設置されることを例示として再び説明する
。図５～８に示すように、二組のリードスイッチアセンブリー１は並列に並んで、この時
、ハウジング３は、二つのリードスイッチアセンブリー１の一方の側に対して組み立てら
れて被覆を行う前ハウジング３６と、リードスイッチアセンブリー１の他方の側に対して
組み立てられて被覆を行い、且つ前ハウジング３６に当接される後ハウジング３７と、リ
ードスイッチアセンブリー１の一端に対して組み立てられて被覆を行い、且つ前ハウジン
グ３６と後ハウジング３７の一方の端に当接される左端ハウジング３８と、リードスイッ
チアセンブリー１の他端に対して組み立てられて被覆を行い、且つ前ハウジング３６と後
ハウジング３７の他方の端に当接される右端ハウジング３９と、を含み、勿論、前ハウジ
ング３６と後ハウジング３７にはそれぞれ、リードスイッチアセンブリー１の側端に嵌合
される凹溝３６１、３７１が設置されるため、前ハウジング３６に後ハウジング３７が当
接される時に、リードスイッチアセンブリー１を内部に組み立てて被覆することができる
。同様に、金属ピン２として、上記実施例における断面が「凹」型であるストリップ状金
属ピンを利用でき、前ハウジング３６、後ハウジング３７の端部には断面が「凹」型であ
る金属ピン２の凹溝に嵌合される位置決め凸部３６２、３７２が設置されるため、当該直
接挿入型のリードスイッチリレーの位置加工寸法を保証でき、機械による自動化溶接に有
利であり、本実施例において、リードスイッチアセンブリー１を専門的に支持する支持体
が設置されておらず、ハウジング３により二つのリードスイッチアセンブリー１に対して
組み立てを行うため、その構造が比較的に簡単である。
【００３１】
　同じく、本実施例において、ハウジング３には、位置決めするための位置決め凸柱３０
が設置されている。
【００３２】
　本発明では更に、上記の直接挿入型のリードスイッチリレーが電気接続されている集積
回路基板を提供している。当該直接挿入型のリードスイッチリレーの位置加工寸法及び公
差は高精度のニーズを満たすことができ、他の電子素子とともに機械による自動化溶接を
利用できるため、個別の人工的溶接が要らないため、生産効率を大幅に向上させ、労働コ
ストを低下させ、そして時間と人力を節約でき、マーケティングのニーズを満たすことが
できる。
【００３３】
　上記は本発明の好ましい実施例に過ぎず、本発明を制限するためのものではなく、本発
明の精神と原則の内になされたあらゆる変更、等価取替及び改良等は、本発明の保護範囲
に含まれるはずである。
【００３４】
（付記１）
　それぞれ二つのピンを有する少なくとも二つのリードスイッチを含む少なくとも一組の
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リードスイッチアセンブリーと、前記少なくとも一組のリードスイッチアセンブリーを内
部に収容して配置するハウジングと、を備え、更に、前記リードスイッチの二つのピンそ
れぞれに接続される少なくとも一対の金属ピンを備え、前記金属ピンの一方の端部と前記
ハウジングとは相対的固定接続され、且つ当該端部の最先端は前記ハウジングの外へ延出
しており、
　更に、前記ハウジングに設けられ、且つ前記リードスイッチアセンブリーに電気接続さ
れて、前記リードスイッチそれぞれの開閉を制御するように電源を投入するための制御ピ
ンを備える、
　ことを特徴とする直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００３５】
（付記２）
　前記リードスイッチアセンブリーは、並列に並んだ二つのリードスイッチと、前記二つ
のリードスイッチを囲んで被覆し、且つ前記二つのリードスイッチの開閉を制御するため
のコイル層と、前記コイル層を囲んで被覆するシールド層と、を含み、前記シールド層は
、前記リードスイッチのピンに電気接続され、
　前記少なくとも一対の金属ピンにおいて一方の金属ピンは前記リードスイッチの一端の
ピンに電気接続され、他方の金属ピンは前記リードスイッチの他端のピンに電気接続され
、
　前記制御ピンは前記コイル層に電気接続される、
　ことを特徴とする付記１に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００３６】
（付記３）
　前記リードスイッチアセンブリーそれぞれを支持し且つ一体に集積する支持体を更に備
え、前記支持体は前記ハウジングの内部に位置する、
　ことを特徴とする付記１に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００３７】
（付記４）
　前記リードスイッチアセンブリーは四組設置されており、前記四組のリードスイッチア
センブリーはアレイ状に二つずつ並列に並んでいる、
　ことを特徴とする付記３に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００３８】
（付記５）
　前記支持体は、ストリップ状体であり、前記ストリップ状体は前記リードスイッチアセ
ンブリーの側端に嵌合され、且つ前記リードスイッチアセンブリーを収容して配置するＵ
型凹溝を有し、
　前記Ｕ型凹溝は四つ設置されており、それぞれ前記四組のリードスイッチアセンブリー
を収容して配置することに用いられ、前記リードスイッチアセンブリーそれぞれの中心線
は、前記ストリップ状体の中心線に平行である、
　ことを特徴とする付記４に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００３９】
（付記６）
　前記四つのＵ型凹溝は二対に分けられ、それぞれ前記ストリップ状体の対向する両側に
設けられる、
　ことを特徴とする付記５に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００４０】
（付記７）
　前記ハウジングは、前記支持体の一方の側に対して組み立てられて被覆を行い、前記支
持体の当該一方の側に当接される上ハウジングカバーと、前記支持体の他方の側に対して
組み立てられて被覆を行い、前記支持体の当該他方の側に当接される下ハウジングカバー
と、前記支持体の一端に対して組み立てられて被覆を行い、前記上ハウジングカバーと下



(10) JP 2017-509121 A 2017.3.30

10

20

ハウジングカバーの一方の端部に当接される左端カバーと、前記支持体の他端に対して組
み立てられて被覆を行い、前記上ハウジングカバーと下ハウジングカバーの他方の端部に
当接される右端カバーと、を含む、
　ことを特徴とする付記６に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００４１】
（付記８）
　前記リードスイッチアセンブリーは二組設置されており、前記二組のリードスイッチア
センブリーは並列に並んでいる、
　ことを特徴とする付記１に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００４２】
（付記９）
　前記ハウジングは、前記二組のリードスイッチアセンブリーの一方の側に対して組み立
てられて被覆を行う前ハウジングと、前記リードスイッチアセンブリーの他方の側に対し
て組み立てられて被覆を行い、且つ前記前ハウジングに当接される後ハウジングと、前記
リードスイッチアセンブリーの一端に対して組み立てられて被覆を行い、且つ前記前ハウ
ジングと後ハウジングの一方の端に当接される左端ハウジングと、前記リードスイッチア
センブリーの他端に対して組み立てられて被覆を行い、且つ前記前ハウジングと後ハウジ
ングの他方の端に当接される右端ハウジングと、を含む、
　ことを特徴とする付記８に記載の直接挿入型のリードスイッチリレー。
【００４３】
（付記１０）
　付記１乃至９のいずれか１つに記載の直接挿入型のリードスイッチリレーが電気接続さ
れている、
　ことを特徴とする集積回路基板。

【図１】

【図２】

【図３】
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